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暮 ら し の 情 報 町民の皆さんの暮らしに関する
連載コーナーです。

1

※「てんいち」とは、てん（英語の 10）と、いち（1）を合
わせて 1

てんいち

1（毎月 11日は人権を確かめあう日）という意味です。
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に
関
連
し
た
詐
欺
的
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
注
意
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必
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で
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。

 

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
関
連
の
相
談
が
上
位
を
占

め
る

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
相
談
が

あ
り
ま
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」
で
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
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偽
装
質
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」
が
登
場

　

サ
ラ
金
の
相
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は
6
年
連
続
で
減
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ま

し
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。

 

進
む
消
費
者
関
連
法
の
整
備

　
「
食
品
表
示
法
」
が
成
立
・
公
布
さ
れ
「
財

産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民
事

の
裁
判
手
続
き
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が

12
月
に
成
立
し
ま
し
た
。「
地
域
体
制
の
在

り
方
」
の
検
討
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

 

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

　

独
立
行
政
法
人
の
新
た
な
類
型
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
中
期
目
標
管
理
法
人
」
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
町
や
県

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
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高
齢
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
6
年
連
続
で
増

加

　

被
害
に
遭
っ
た
人
で
65
歳
以
上
の
人
の
相

談
は
、
全
体
の
3
割
を
占
め
ま
し
た
。

 

「
健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
」
が
激
増

　

前
年
の
約
10
倍
に
な
り
ま
し
た
。

 

依
然
と
し
て
多
い
投
資
ト
ラ
ブ
ル

　

劇
場
型
勧
誘
（
買
え
買
え
詐
欺
）
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

 

ホ
テ
ル
や
百
貨
店
で
の
メ
ニ
ュ
ー
表
示
問

題
が
相
次
ぐ

 

薬
品
化
粧
品
に
よ
る
白
斑
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生

 

ト
ラ
ブ
ル
の
国
際
化

　

海
外
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、
消
費
者
問
題
と
し
て
社
会
的
注
目
を
集
め
た
も
の
や
消

費
生
活
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
も
の
な
ど
か
ら
、
そ
の
年
の
「
消
費
者
問
題
に
関
す
る
10
大

項
目
」
を
選
定
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
は
、
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
さ
ら
に
増
加
し
た
こ
と
や
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
表
示
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

商品やサービスに関する相談
日時　毎週火・金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　午前 10時～午後 3時
場所　町役場 1階 103 相談室
　　　（☎内線 174）
担当　消費生活専門相談員
相談方法　面談・電話

消費生活相談
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すくすく子ども食育プラン

簡単 ! バランス朝ごはん

▶米………………………………………………………2合
▶ほうじ茶（冷ましたもの）　……………………400cc
▶大豆（ゆで）　………………………………………80g
▶塩昆布……………………………………………大さじ 2
▶ツナ缶（小）…………………………………………1缶

材料（4人分）材料（4人分）

茶飯風大豆ご飯
1 人分エネルギー　246kcal

　

町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
の
家

庭
教
育
部
研
修
会
が
12
月
3
日
に
行
わ
れ
、

保
護
者
と
助
言
者
1
2
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
「
家
庭
を
よ
り
楽
し
く
す
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
が
過
ご

し
や
す
い
家
庭
づ
く
り
の
実
践
交
流
を
し

ま
し
た
。
話
し
合
い
は
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
助
言
者
を

交
え
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
分
科
会
で
は
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」、
小
学
校
分
科
会
は
「
上
手
な
ほ

め
方
、
し
か
り
方
」、
中
学
校
分
科
会
は

「
親
子
の
絆
は
ど
う
つ
く
る
の
か
」の
テ
ー

マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
各
分
科
会
で
は
、

次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

 

幼
稚
園
で
は
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

町青少年健全育成推進協議会事務局
（生涯教育課内）☎ 32-6193

家族の絆は楽しい家庭から

子どもの成長を願って

す こ や か

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
親
自
身
が
元
気

で
子
育
て
を
す
る
こ
と
。

 

小
学
校
で
は
し
か
る
こ
と
よ
り
ほ
め
る

こ
と
を
大
事
に
し
、
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
喜
ん
で
ほ
め
る
。
し
か
る
場
合
は
感

情
的
に
な
ら
ず
、
子
ど
も
が
理
解
で
き

る
よ
う
な
し
か
り
方
を
す
る
こ
と
。

 

中
学
校
で
は
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が

少
な
く
な
り
、
寂
し
く
思
っ
て
い
る

が
、
時
間
を
見
つ
け
て
話
す
こ
と
を
心

掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
難
し
い
年
頃
だ

が
、
そ
れ
も
成
長
の
証
と
前
向
き
に
考

え
、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
。

　　

ど
の
年
代
に
も
共
通
す
る
こ
と
は
、
子

育
て
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
は
な
く
、
親

が
子
ど
も
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い
「
あ
な

た
は
大
切
な
存
在
だ
よ
」
と
い
う
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
「
青
少
年
健
全
育
成

の
集
い
」
が
3
月
9
日
㈰
午
後
1
時
30
分

か
ら
、
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
弥
生
の

里
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
5
つ
の
自

治
会
が
1
年
を
か
け
て
、
地
域
で
子
ど
も

と
の
絆
づ
く
り
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
実
践

報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地

域
で
の
子
育
て
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

後
半
に
は
田
原
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
で
、
町
内
合
唱
グ
ル
ー
プ
と
参
加
者

全
員
で
合
唱
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

1 炊飯器にといだ米とほうじ茶を入れ、塩昆布と水
気を切った大豆を加えて炊く。

2 炊き上がったら、水気をきったツナ缶を加え、混
ぜ合わせる。

作り方

　奈良県には、古くから東大寺二月堂のお水取りの行事
食として茶がゆと共に茶飯が僧坊に食され、郷土料理と
して伝えられています。郷土料理は、地域の伝統的な行
事と結びついたり、地域の旬の食材を使用したりして継
承されてきた特色ある食文化です。
　郷土料理を知ることで、地域で取れる食材に関する知
識や郷土の歴史を知ることができ、地域への愛着が深ま
ります。
（本来の茶飯は米と炒った大豆をお茶で炊いたものです
が、子どもにも食べやすいように塩昆布とツナ缶を加え
ています）
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